
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：岩手県第７教区第１７７番要津院 

住所：岩手県一関市赤荻字宮田２５ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂、庫裡が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 ・精神的肉体的疲労を抱えている。 

檀信徒の現状 

・震災で自宅に住めなくなった方がいるが、居住先はほぼ把握出来ている。 

・離檀した檀家がある。 

・護持会費の中に震災対策費を設けたため、檀家の負担が増えた。 

地域の現状  － 

復興の状況 

・どこまでが復旧復興なのか、規模やかける経費についてはいろいろな考え

方ができるので、その程度についての判断は難しいが、復旧完了と考えて

いる。 

（H25.11.1 現在） 

 

 


